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▼ 地域経済活性化プログラム2010の推進
新 新卒者緊急雇用奨励補助事業
　 １億2,000万円
　 新規高卒者等を雇用する事業者に対し、50万円 
 の補助金を交付
新 学生等を対象としたＵＩターン支援事業
　 700万円
新 ものづくり製品開発等支援事業
　 500万円
　 新製品開発に取り組む企業等を支援
新 にぎわい創出　
　 店舗活用事業　
　 100万円
　 起業家の店舗設
　 置を支援
新 地域金融人材　
　 育成事業
　 320万円

を
公
表
し
ま
す

を
公
表
し
ま
す

一般会計　412億 4,000万円
特別会計　404億 8,590万円
一般会計　412億 4,000万円
特別会計　404億 8,590万円

経済的自立度を高める多様な
産業施策の推進
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地育力によるこころ豊かな人づくり

安心して健やかに暮らせるまちづくり

自然・環境と調和した
「低炭素社会・飯田」づくり

多様性に富んだ暮らしと文化を
次世代に継承する地域づくり

５つの基本方針５つの基本方針
市政経営の５つの基本方針の主な事業を紹介します。

▼ 地域健康ケア計画の推進　３億1,384万円
　 健康づくり家庭訪問などの重点プロジェクトを　
　 中心に事業を展開
▼ 医療機関との連携や診療体制の充実
○ 病院事業会計負担金　13億9,925万円
▼ 災害対策の推進
○ 学校施設耐震化推進事業　10億1,716万円
　 上久堅小学校、鼎・飯田西中学校
○ 庁舎整備事業　基本計画策定と基本設計
　 5,860万円
▼ 公共交通体系の
　 整備推進
▼ 道路・河川・下
　 水道など社会基
　 盤の整備、維持
　 補修

▼ リニア中央新幹線飯田駅設置に向けて
新 リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金積立金
　 ３億円
新 リニア中央新幹線や三遠南信自動車道を活かす
　 地域の将来像の検討　1,245万円
新 広域連合リニア中央新幹線飯田駅設置推進基金
　 負担金　1,131万円
▼ 中山間地域振興対策の推進
新 中山間地域振興支援事業　210万円
新 下栗モデル、木沢モデルの推進　908万円
▼ 中心市街地活性
　 化対策の推進
▼ 定住自立圏全国
　 市町村長サミッ
　 トの開催
▼ 大学とのネット
　 ワーク構築事業
　 395万円

▼ 環境モデル都市行動計画の推進　
○ 再生可能エネルギー機器設置補助　4,930万円
　 住宅用太陽光パネル、太陽熱温水器、ペレット・　
　 薪ストーブの設置補助拡大
新 ＬＥＤ型防犯灯の整備推進　2,157万円
　 蛍光管型からＬＥＤ型防犯灯への交換　
新 地球温暖化防止コーディネーターの育成
　 25万円
新 行動計画推進のための人材の戦略的流動化
　 240万円
新 電気自動車の　
　 普及・啓発
　 190万円
新 レンタサイクル
　 の実施
　 266万円
　 公共施設や事業
　 所などで実施

▼ 子育て支援策や負担軽減策の充実
新 子ども手当給付事業　19億559万円
新 病児・病後児保育事業　1,915万円
新 こども医療費給付事業　２億772万円
　 中学３年生まで助成拡大
○ 民間保育所等施設整備補助　２億7,060万円
　 入舟幼稚園、時又・明星・入舟保育園
新 結婚支援アドバイザーの設置　343万円
▼ ３つの基本目標「自立・共育・共生」に基づき
　 教育の取り組みを推進
▼ 地育力向上連携
　 システムの推進
○ 体験活動の拡充
　 562万円
新 教職員を対象と
　 した体験、キャ
　 リア教育の実施
　 46万円

※新 は新たに行う事業です。

2010.4.1［広報いいだ］3



歳入歳入
412
4,000

各会計の予算

［広報いいだ］2010.4.1 4



歳出歳出

◆収入
家族で得た収入
　（市税、負担金、手数料など）

親、親せきからの援助
　（地方交付税、国・県支出金など）
繰越金
（小計）
定期預金の取り崩し（繰入金）
借金（市債）
（小計）
収入の合計

166,000円

194,000円

4,000円
364,000円
7,000円
46,000円
53,000円
417,000円

◆支出
食費（人件費）
医療費、学費など（扶助費）
ローンの返済（公債費）
光熱水費、物品の購入など（物件費）
家の修繕、家電の修理（維持補修費）
友人への援助、お付き合い（補助費）
貯金（積み立て金）
資金の運用、親せきなどに貸したお金
　（投資・出資・貸付金など）
仕送り（繰出金）
家の増改築、車の購入など（投資的経費）
支出の合計

62,000円
65,000円
51,000円
56,000円
5,000円
64,000円
6,000円
17,000円

43,000円
48,000円
417,000円

飯田市の予算を家計に例えると…

行財政改革の取り組み

飯田市行財政改革大綱とその行動計
画である行財政集中改革プランに基づ
き、積極的に行財政改革を進めること
により、前年度比で総額約３億9,500
万円の財源を確保しました。
主な内容と効果額は次のとおりです。

▼歳入確保　１億200万円
○下水道使用料の改定
○玄関マット、刊行物などへの広告
　掲載
○市有財産の貸付　など

▼経費節減　２億5,400万円
○各種事務事業の見直し
○予算要求基準設定時のシーリングに
　よる経費の削減

▼補助金及び負担金の見直し
　3,900万円
○事業見直し、経費節減等により
　財源を確保

平成22年度一般会計予算を年収500万円の家計の１カ月分の収支に例えてみました。

　◎年末の預金の残高　1,229,000円
　◎年末の借金の残高　4,910,000円
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先
人
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ち

今
か
ら
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年
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ど
前
の
１
９
２
９
年
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
市
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突
然
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、ア
メ
リ
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に
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打
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を
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け
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こ
の
時
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
養
蚕
・
製
糸

中
心
の
産
業
構
造
か
ら
、
果
樹
園
へ
の
転
換
、

ま
た
多
摩
川
精
機
な
ど
の
疎
開
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場
に
よ
る

精
密
機
械
産
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の
芽
生
え
な
ど
、
産
業
構
造

の
大
き
な
転
換
も
始
ま
り
、
地
域
の
再
生
・
発

展
を
図
り
ま
し
た
。

「
現
場
主
義
」に
よ
る
立
案
・
実
践

地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
０
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、産
業
界
の
関
係
す
る
皆

さ
ん
と
膝
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、地
域
経
済
を
ど
う
再
構
築
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
議
論
し
ま
し
た
。
８０
年
前
の
大
恐

慌
を
乗
り
越
え
た
先
人
に
学
び
な
が
ら「
変
化

へ
の
対
応
」を
進
め
、
地
域
産
業
の
未
来
を
再

構
築
し
て
い
け
る
よ
う
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
産
業
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略
を
進
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ま
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。

　
昨
今
の
景
気
悪
化
の
状
況
は
、持
ち
直
し
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
若
い
人
た
ち
が
帰
っ
て
来
て
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
産
業
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

飯
田
の
強
み
で
あ
る「
結
い
の
力
」を
様
々
な
産
業
分
野
で
引
き
出
し
、「
和
し
て
動
く
」こ
と
で
未
来
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

LED防犯灯（サイドビュアー）の製造

特集
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◆新産業クラスターの形成
■航空宇宙産業　■環境産業　■食農産業

●　航空宇宙分野に関する研究・開発を推進します。
国内航空機関連企業の受注を開拓して、品質保証体制の確立を支援します。

●　環境分野の情報収集を行い、テーマ別プロジェクトの立ち上げを支援します。
●　食農分野における農工商の連携・推進体制の強化のための支援をします。

◆「南信州農産物」産地マーケティング力の強化
■農産物のマーケティング活動支援　■南信州マーケティングショップ

◆森林で進める環境改善、地域産材の域内利用
■竹プロジェクト（木質燃料の普及・啓発の推進）

■製材所施設の検討、飯田の木で家を建てるプロジェクト

●　木質燃料の利用を促進します。竹プロジェクトで竹材の利活用を検討します。
●　飯田の木で家を建てるプロジェクト事業で地域産材の域内利用を促進します。
地域産材の生産拠点となる製材所施設を検討します。

◆事業者連携による観光ブランド育成
■観光拠点活用　■ブランドと人づくり　■広域連携

●　天龍峡百年再生プロジェクト「案内人制度」やまち歩き企画を推進します。
観光事業者と連携して誘客を推進します。
遠山郷の景観や暮らしを活かした観光地づくりをすすめます。

●　サイクルツーリズムやエコツアーの担い手をつくります。
広域イベントを活用した誘客を企画します。土産品開発を推進します。
地域食文化を活用します。（事業者や観光協会と協働した伝統食ＰＲや名物開発支援）

●　ものづくりや環境・科学、ビジネスや視察など、新たな観光分野を研究します。
関連組織の連携を推進します。

地域の豊かさは、地域の産業が支えています。

経済自立度は、地域産業の影響により得られる収

入（波及所得額）と、地域が必要とする収入額（必要

所得額）を比較することで、市民の皆さんに必要な

収入額を、地域の産業でどのくらい賄っているかの

度合いを数字（％）で表したものです。

経済自立度とは

地域産業からの波及所得額
経済自立度（％）＝

地域全体の必要所得額

外貨獲得・財貨循環

収
入

地
域
外
からの

収
入収

入

地
域
外
からの

収
入

地域外への

流　出

経済自立度７０％
流　出

地域外からの収入が少なく
地域外への流出が多い状態。

地域外からの収入が増え、地域外
への流出が減っていけば、地域内
のお金（財貨）が増え経済自立度
の向上。

●　事業者が組織的に行うマーケティング活動の補助事業を新設します。
●　名古屋都市圏の消費者ニーズに結びつけて、地域農産物の生産体制確立を支援します。
名古屋都市圏の飲食業界、量販店などへ販路を拡大する活動を促進します。
南信州観光公社と連携して産地セミナーツアーを企画して実施します。

☆　南信州ファーム・プロダクツ・マーケット　http: / /www.e373.jp/
イーミ ナ ミ
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◆経済対策の機動的運用（状況に応じたすばやい対応）
■金融政策の強化（経営支援、創業支援、再生支援）　　

■雇用対策の強化

●　金融支援（企業支援）を強化します。（企業育成等のための資金調達・事業化支援など）
●　雇用支援（雇用創出、雇用維持、雇用相談）を行います。　など

※４月より産業経済部に「金融政策室」を新たに設置し「おひさま０円システム」のような

地元金融機関と連携した「金融政策の仕組みづくり」に取り組む予定です。

◆人材誘導・人づくり・大学連携
■地域人材バンクによる人材誘導　■大学・研究機関連携強化

■新規高卒者の人材育成

●　産業界、大学、関係機関と連携しながら、産業振興施策を展開し、雇用の拡充を図ります。雇用の拡充と連動して人材
獲得・人材誘導施策を推進します。

●　飯田産業技術大学を拡充します。設計開発など高度なものづくりの技術を持った人材の確保・育成を推進します。

※高校生などの人材育成・雇用促進を目的とした「新卒者緊急雇用奨励補助金」、航空宇宙産業などの地域のストック
を活かした新しい産業を育てるための支援事業を行います。

※こちらもご覧ください。　☆　結いターンプロジェクト　http://yuiturn.net/　☆　産業技術大学　http://college.isilip.org/

◆産業連携による地域資源の活用・創出
■地域経済循環の強化　■地域ブランド

■地域産品の新流通システム検討　■環境産業

◆地域産業ストックのパワーアップ
■光る農村づくり　■技・巧の伝承　■エコツーリズム

●　地域住民主体で行う修景計画の策定、遊休農地活用、特産品振興、鳥獣被害防止、里山整備、エコツーリズムなど
個別事業の産業間連携による支援を行います。

●　エコツーリズムにより、地域資源の保全、人や物の新たな動き、リピーターを増やす支援を実施します。　など
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１
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次
の
６
つ
の
視
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を
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１
．
緊
急
経
済
対
策
の
継
続
的
な
展
開
と
経

済
対
策
の
機
動
的
運
用

　
引
き
続
き
経
済
対
策
に
取
り
組
み
な
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ら
、地

域
金
融
政
策
な
ど
一
歩
踏
み
込
ん
だ
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に
よ

り
機
動
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用
を
進
め
ま
す
。

２
．中
期
的
な
視
点
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再

構
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地
域
環
境
の
変
化
を
見
据
え
、
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
戦
略
展
開
の
再
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築
を
行
い
ま
し
た
。

３
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化
へ
の
う
ね
り
へ

　
現
場
主
義
を
一
層
進
め
、
農
業
団
体
や
経
済

団
体
等
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
事
業
展
開
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

４
．重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
横
断
的
な

展
開
の
さ
ら
な
る
深
化
へ

　
商
業
者
と
農
業
者
が
連
携
し
た
域
産
域
消
の

進
展
な
ど
、業
種
間
の
枠
を
超
え
た
新
し
い
連
携

を
展
開
し
ま
す
。

５
．
環
境
モ
デ
ル
都
市
や
中
山
間
地
域
振
興

計
画
等
と
の
連
携

　
当
地
の
資
源
を
資
産
に
変
え
る
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
山
間
地
域
振

興
計
画
な
ど
と
連
動
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

６
．次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
へ
の
投
資

　
高
校
卒
業
後
地
域
企
業
へ
就
職
を
希
望
す
る

人
材
へ
の「
人
材
育
成
資
金
」や
創
業
支
援
事
業

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

６
つ
の
視
点

●　農商工が連携して地域の農産物や製品などの利用を促進します。消費者へ地域産品のＰＲを行います。
地場産品、製品、食品、個店などのブランド化の推進や地域ブランドの情報発信強化を行います。　など

※意外に知らない地元のことや地元のいいところを紹介しています

　　☆　南信州find-i　http://www.find-i.info/

・・・・・
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農
産
物
は
、そ
の
作
り
方
や

生
産
者
の
思
い
に
よ
っ
て
個
性

が
出
ま
す
。
生
産
者
と
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
消
費
者
が
ど
う
い
っ
た
農

産
物
を
求
め
て
い
る
か
、ど
の
よ

う
な
生
産
者
を
求
め
て
い
る

か
、そ
う
い
っ
た
消
費
者
の
思
い
を
生
産
者
に

伝
え
て
い
ま
す
。お
互
い
の
声
を
相
互
に
伝
え

る
こ
と
で
安
心
で
安
全
な
農
産
物
の「
生
産
」

や「
選
択
」に
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

や
さ
い
W
A
V
E
の
活
動
を
通
し
て
地
域
の

生
産
者
、
飲
食
店
、
消
費
者
を
一
つ
に
結
び
、

地
元
の
野
菜
を
地
元
で
消
費
す
る
活
動
を
実

践
し
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
で
は
、「
地
の
や
さ

い
」と
関
わ
る
楽
し
み
を
日
常
の
生
活
へ
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w
w
w
.tsk-s.net/

生活菜園・やさいWAVE事務局

塩澤　忠文さん（鼎）

交流を大切に
　　　　　域産域消

飯
田
下
伊
那
の
中
小
企
業
は
、
一
般
的
に

技
術
力
は
高
い
が
営
業
力
が
弱
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。飯
田
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
セ
ン
タ
ー
（
ネ
ス
ク

｜

イ
イ
ダ
）
は
、こ

の
営
業
能
力
を
会
員
同
士
の
連
携
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
力
で
補
っ
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た

組
織
で
す
。

中
小
企
業
の
多
い
こ
の
地
域
で
も
、L
E
D

防
犯
灯
の
開
発
の
よ
う
な
設
計
開
発
の
仕
事

を
実
際
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、仕
事
の
幅
が
増

え
て
い
き
ま
す
。

大
手
と
競
合
し
な
い
と
こ
ろ
は
、
間
違
い
な

く
あ
り
ま
す
。市
場
を
し
っ
か
り
研
究
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
の
地
域
に
い
る
若
者
や

地
域
外
へ
出
て
行
っ
た
若
者
に

と
っ
て
、設
計
開
発
力
を
生
か

せ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
仕
事

が
増
え
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

ネスク－イイダ　オーガナイザー

木下　幸治さん
（地場産業振興センター内）

地元企業の連携で
産業振興

飯田市内の事業者が、環境に
配慮しながら開発・製造した製
品を、市が独自に認定するもの
です。
認定を受けると、その製品や

チラシ等に「環境文化都市・飯田
の認定品」であることを掲載する
ことができます。また、「ぐりいい
んだ」の名称やシンボルマークを
使って製品をPRすることができ
ます。
飯田市は、各種展示会や広報
活動を通して認定品のPRを行
います。

※申し込みは、工業課と環境課で随時受
付中です。

※飯田市が支援を行う期間は５年間です。

「ぐりいいんだ」について

強固な産業基盤づくりを目指して
～メイド・イン・イイダへの挑戦～

経
済
危
機
に
よ
る
１
０
０
年

に
１
度
の
世
界
同
時
不
況
の

影
響
を
受
け
て
経
済
自
立
度

の
数
値
は
、
落
ち
て
い
ま
す
が
、

地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
意
識
を
共
有
し
こ
れ
か
ら

も
力
を
結
集
し
て
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
右
肩
上

が
り
の
プ
ロ
セ
ス
は
難
し
い
状

況
で
も
、
経
済
自
立
度
７０
％
を

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、

若
い
人
た
ち
が
帰
っ
て
来
て
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
た

め
の
強
固
な
産
業
基
盤
づ
く

り
を
す
す
め
る
こ
と
は
、
引
き

続
き
重
要
な
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。地

域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
１
０
で
は
、
飯
田
の
強

み
で
あ
る「
結
い
の
力
」を
様
々

な
産
業
分
野
に
お
い
て
最
大

限
に
引
き
出
し
、「
和
し
て
動

く
」こ
と
で
未
来
に
向
か
っ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、そ
う
い
っ
た
力

を
持
っ
て
い
る
地
域
で
す
。
経

済
自
立
度
を
向
上
さ
せ
る
取

り
組
み
を
続
け
て
、
若
い
人
が

戻
っ
て
く
る
地
域
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

■問い合わせ　産業振興支援課　内線３５１１

小文字の「ｒ」を３つ組み合
わせて、循環型社会推進
基本法が目指す「３Ｒ」
（「 r e d u c e 」「 r e u s e 」
「recycle」）を意味します。
また、この３本の若木は、

市民・企業・行政のそれぞれを意味します。さ
らに、３枚の若葉は、山(森)・空(空気)・川(水)
のそれぞれを意味します。

「ぐりいいんだ」 シンボルマーク

2010.4.1［広報いいだ］9



親子三世代で渡り初めを行う

青く変色する不思議な水などを実演（おもしろ科学工房） 飯田市の優れた点や課題について提言

大勢の人が参加した渡り初め

２月２０日、表彰式を市役所で行い「おもしろ科学工

房」「麻績の里振興委員会」の２団体が受賞しました。

式典後、千賀裕太郎さん（東京農工大学教授）の記

念講演会や交流会を行いました。

　

２月２６日、環境モデル都市選定（２００９年１月２３

日）、ISO１４００１自己適合宣言（２００３年１月２３日）を記

念して行いました。当市の環境分野に関わりの深い３

人の女性をお迎えして提言をいただきました。

３月１４日、青空が広がる天気のもと、

新天龍橋（一般県道米川飯田線）の開

通式が行われました。時又と龍江を長

い間結んできた天龍橋は、この新橋で

４代目となります。色鮮やかな赤に塗ら

れ、長さ９４m余車道幅員６m（２車線）で

両側に幅２.５mの歩道が付けられてい

ます。

開通式の後、テープカットなどが行

われました。続いて行われた「渡り初

め」では、一般の大勢の方々が参加し

て、賑わいを見せました。

世代を超えて地域を結ぶ
新天龍橋開通式

第25回ムトス飯田表彰式・交流会
実践事例を発表

環境モデル都市選定
ISO自己適合宣言記念イベント
全国へ情報発信を

［広報いいだ］2010.4.1 10



銀座堀端ビル２階の事務所

規律正しく、迫力あるラッパ隊の演奏

銀座堀端ビル（銀座３丁目）

２月１６日、いいだ地域包括支援セン

ターと市基幹包括支援センターの合同

事務所を馬場町の旧測候所から銀座

堀端ビル２階に移設して開設しました。

前者は、旧市内、上郷、座光寺地区の

高齢者・介護相談などを行い、市社会

福祉協議会が運営します。後者は、地域

包括支援センターの統括や介護予防事

業の企画立案などを行います。高齢者

の皆さまの相談窓口として、積極的にご

活用ください。

２月１４日、毎年恒例となっている定期演奏会が文化

会館で行われました。明星保育園の園児による太鼓、ブ

ラスバンド部やラッパ隊による演奏、女性消防団員によ

る災害に対する備えの発表などが行われました。

息の合った演奏をしたブラスバンド部

防災意識を高めるために
飯田市消防団消防音楽隊定期演奏会

ほりばた長寿支援センター開設
高齢者福祉をサポート

2010.4.1［広報いいだ］11



飯田市立病院
〒395-8502 飯田市八幡町438
TEL.0265-21-1255

そ
の 

63

前
回
に
引
き
続
き
、
今
回
は

緩
和
ケ
ア
の
領
域
で
は
日
常
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
麻
薬
に
つ

い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。一

般
的
に
麻
薬
と
い
う
と

「
中
毒
」
や
「
悪
用
」
と
い
う

単
語
が
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ

で
目
に
付
い
て
し
ま
い
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
の
医
療
で
医

療
用
麻
薬
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
薬
で
あ
り
、
適
切
に
使
用
す

れ
ば
こ
れ
ほ
ど
副
作
用
の
少
な

い
薬
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ

て
も
よ
い
く
ら
い
安
全
な
薬
で

す
。こ

こ
で
、
多
く
の
方
が
思
わ

れ
て
い
る
疑
問
に
つ
い
て
少
し

お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
麻
薬
を
使
う
と
中
毒
に
な

り
ま
す
か
？
」

「
麻
薬
で
頭
が
お
か
し
く
な

り
ま
す
か
？
」

医
師
の
指
導
の
下
で
適
切
に

使
用
し
た
場
合
に
は
、
中
毒
に

な
る
頻
度
は
0.2
%
以
下
、
混
乱

や
幻
覚
を
来
た
す
の
は
5
%
以

下
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
麻
薬
を
使
う
と
死
ぬ
の
が

早
く
な
り
ま
す
か
？
」

「
麻
薬
を
使
う
と
い
う
こ
と

は
、
も
う
す
ぐ
死
ぬ
と
い
う
こ

と
で
す
か
？
」

麻
薬
の
使
用
量
と
予
後
に
は

相
関
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
今

で
は
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
逆
に
麻
薬
を
使
っ
て
痛

み
を
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
た
方
が
、
寿
命
が
長
く
な
る

と
い
う
説
ま
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
痛
み
は
が
ん
の
経
過
の
い

ず
れ
の
時
期
に
も
生
じ
、
が
ん

の
早
期
で
も
痛
み
の
強
さ
に
応

じ
て
適
応
を
判
断
し
て
使
用
し

ま
す
の
で
予
後
と
は
ま
っ
た
く

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
誤
解
は
、
昔
は
麻

薬
の
使
い
方
を
よ
く
知
ら
ず

に
、
本
当
の
終
末
期
に
な
っ
て

か
ら
し
か
使
用
し
な
い
医
師
が

多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
死
の

直
前
に
起
こ
る
現
象
す
べ
て
が

麻
薬
の
せ
い
に
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

元
と
な
り
今
で
も
前
記
の
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

薬
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
も

の
で
も
副
作
用
は
あ
り
ま
す
。

麻
薬
は
確
か
に
誤
っ
た
使
い
方

を
す
れ
ば
恐
ろ
し
い
薬
で
す
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
使
え
ば
怖

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
と

て
も
優
れ
た
薬
で
す
。

今
後
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
適
切
に
慎
重
に

使
用
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
医
療
薬
麻
酔
」

太
陽
光
発
電
大
国
ド
イ
ツ
を
追
っ
て

去
る
２
月
２４
日
に
中
部
電

力
株
式
会
社
と
太
陽
光
発
電

所
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
」

を
川
路
の
城
山
地
区
に
建
設

す
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。当
事
業
は
、
昨
年
1
月
に

飯
田
市
が
環
境
モ
デ
ル
都
市

の
認
証
を
受
け
た
こ
と
を
機

に
市
側
か
ら
中
電
に
共
同
実

証
実
験
の
打
診
を
し
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
も
の
で
、か
つ

て
国
県
市
と
中
電
の
四
者
で

取
り
組
ん
だ
治
水
対
策
事
業

の
土
取
り
場
跡
地
に
建
設
が

決
ま
っ
た
こ
と
は
、大
変
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

来
年
２
月
に
運
転
開
始
を

予
定
し
て
い
る
こ
の
発
電
所

の
能
力
は
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
想

定
年
間
発
電
量
は
１
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
、こ
れ
は
一

般
家
庭
３
０
０
世
帯
分
の
使

用
量
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た

C
O
2
排
出
削
減
効
果
は
年

間
４
０
０
ト
ン
を
見
込
ん
で
お

り
、
低
炭
素
な
環
境
文
化
都

市
構
築
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
の
太
陽
光
発
電
事

業
と
の
関
わ
り
を
振
り
返
る

と
、
平
成
５
年
、
日
本
開
発
銀

行
か
ら
ド
イ
ツ
の
政
府
系
金

融
機
関
K
f
W
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
時
に
、先
方
に
乞
わ
れ

て
日
本
の
当
事
業
支
援
策
を

紹
介
し
た
も
の
で
す
。そ
の
後

ド
イ
ツ
の
太
陽
光
発
電
事
業

は
急
伸
し
て
日
独
の
立
場
は

逆
転
し
ま
し
た
が
、
飯
田
市

と
し
て
は
、日
本
の
環
境
モ
デ

ル
都
市
と
し
て
、
当
事
業
や

お
ひ
さ
ま
進
歩
の
事
業
な
ど

民
間
と
の
協
働
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
で
再
び
追
い
つ
い
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

市立病院　麻酔科・緩和ケア内科

山田  武 志  医師
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とう計グラフのこととぼくのゆめ

私
の
健
康
法

　はだしで木登り・虫取り・川遊び。

ひと昔前のように、子どもたちが泥ん

こになって遊べる「自主保育サークル

みっけ」の拠点は、小川・山・池に抱

かれた、喬木村富田の「もなみ園」と

いう里山のビオトープです。

　イモリ、バッタにサワガニなどの生

き物もいっぱい。そしてクワの実、ク

ルミ、キノコなどの山の幸もいっぱい

です。腹ぺこになるまで動いたら、焚

き火で焼いたリンゴやお芋を食べたり

と子どもの五感は四季折々にフル活動

します。

　結成当初は、赤ちゃんから入園前の

子どもとその親を対象にした「未就園

児サークルみっけ」でしたが、会員の

要望に合わせて、就学前の子どもを保

育する「みっけ里山ほいくえん｣、小

学生の仲間が集う「みっけ土曜クラ

ブ」と３本の柱となるまでに広がりま

した。これも多くの皆様に支えられて

いるおかげと心から感謝しています。

特に今年度は、野外保育からの造詣の

深い「うっちゃん」こと内田幸一先生

が、毎月飯綱から来て下さる予定です。

何が起こるかワクワクしています。

　もっと仲間の輪が広がって、多くの

皆さんと故郷伊那谷で自然体験を楽し

めることを願っています。

自主保育サークルみっけ

上河内陽子 さん

先月の尾曽和子 さん（川路）からのリレー

かみこうち ようこ

き
た 

は
ら

い
く

北
原

　郁
さ
ん（
龍
江
）

　時
計
を
見
る
と
午
後
４
時
。

「
そ
ろ
そ
ろ
か
な
。」と
思
っ
て
い
る

と
。「
行
っ
て
き
ま
し
た
ー
。」「
た

だ
い
ま
ー
。」と
い
う
大
き
な
声
と

と
も
に
、
玄
関
か
ら
ぱ
た
ぱ
た
と

い
う
可
愛
い
音
が
次
々
と
近
づ
い

て
き
ま
す
。

　近
所
の
子
ど
も
６
人
を
集
め

て
、30
年
ぶ
り
に
踊
り
の
お
稽
古

を
再
開
し
て
早
３
年
。
今
で
は

毎
週
水
曜
日
に
は
必
ず
15
人

の
龍
江
っ
子
た
ち
が
集
団
下
校

で
お
稽
古
に
来
る
習
慣
と
な
り

ま
し
た
。

　満
面
に
笑
み
を
た
た
え
て
大
き

な
声
で
駆
け
寄
っ
て
く
る
子
ど

も
の
姿
を
見
る
と
、
疲
れ
も
忘

れ
、
気
が
つ
く
と
数
時
間
の
お
稽

古
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
「
若
い
パ
ワ
ー
」と「
元
気
」を
も

ら
う
子
ど
も
た
ち
と
の
お
稽
古
。

そ
れ
が
私
の
健
康
の
源
で
す
。

きくはら しゅんき

菊原駿希 さん
（鼎小３年）

　きょねんの夏休みにとう計グラフをつくりまし

た。だいは「みんなのうんち」です。

　ちょっとはずかしいと思ったけれど、いつも気

になっていることなのでクラスのみんなにアン

ケートをとって、それをグラフにしました。

  工夫したのはパステルでかいたことです。

子どもたちと
伊那谷の自然体験を

何日もかかって大へんだったけれ

ど、きれいにできたのでうれしか

ったです。

　ぼくは大きくなったらなりたい

ものが三つあります。のうぎょう、

おすもうさん、マッサージしのどれ

かになれたらいいです。

▼

昨年９月に行われた第57回長野県統計グラフコン
　  クールで特別賞「長野県統計教育研究協議会長賞」
　 を受賞しました。

冬のもなみ園であそぶ冬のもなみ園であそぶ
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連続講演会「飯田領主堀侯から見る現代人への提言」（全３回）
①４月３日㈯　「堀家『御三霊』の生き方」
②４月１８日㈰　「堀親親 ・親義父子の国際認識と対応」　
③５月４日㈷　「飯田の文化風土を支えた経済力と政治」
講師：鈴川　博（本館客員研究員）

月曜日（５月３日は開館）、祝日の翌日（４月３０日、５月６日）

朝
ご
は
ん
！

毎
日
食
べ
よ
う

食
育
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
1
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